
玄海原発3、4号機は原子炉格納容器を

覆う建屋すらない。
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「
事
故
が
起
き
て
も
す
ぐ
に
避
難
す
る
必

要
は
な
く
、
屋
内
退
避
L
 
I
I
九
州
電
力

玄
海
原
発
（
佐
賀
県
玄
海
町
）
　
3
、
4
号

機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
九
竜
が
住
民
に

配
布
し
た
資
料
に
そ
う
書
か
れ
て
い
る
。

玄
海
原
発
か
ら
5
～
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
血
）

圏
内
の
佐
賀
県
（
玄
海
町
、
唐
津
市
、
伊

万
里
市
）
、
長
崎
県
（
松
浦
市
、
佐
世
保
市
）
、

福
岡
県
（
糸
島
市
）
に
つ
い
て
だ
。

福
島
第
一
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
資
（
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
）
は
1
万

テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
だ
っ
た
。
し
か
し
、
原
子

力
規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
で
は
1
基

あ
た
り
「
1
0
0
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
下
」

と
目
標
値
を
定
め
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
が
前
提
だ
。
内
閣
府
の
「
原
子
力
災

害
対
策
指
針
」
は
、
そ
の
前
提
で
0
0
h
圏

内
の
対
策
づ
く
り
を
自
治
体
に
も
と
め
て

い
る
。
新
た
な
安
全
神
話
の
始
ま
り
だ
。

た
と
え
ば
、
玄
海
原
発
で
は
、
事
故
が

避
難
指
示
の
発
令
待
っ
て
は
、
子
と
も
た
ち
を
守
れ
な
い

玄
海
原
発

破
綻
し
た
「
避
難
計
画
」

周
辺
自
治
体
の
首
長
か
ら
再
稼
働
を
容
認
す
る
声
が
聞
か
れ
る
玄
海
原
発
。
だ
が
、
緊

急
時
対
応
で
は
、
子
と
も
た
ち
の
命
を
預
か
る
学
校
や
保
育
園
と
、
県
、
市
な
ど
の
役

所
で
認
識
が
ず
れ
、
避
難
計
画
は
す
で
に
破
綻
し
て
い
る
。

ま
さ
の
あ
つ
こ

発
生
し
て
も
原
子
炉
格
納
容
器
は
破
損
せ

ず
、
放
出
量
は
「
4
・
5
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
」

と
な
る
こ
と
が
「
原
子
力
規
制
委
員
会
で

確
認
さ
れ
た
」
と
九
電
は
謳
う
。
福
島
第

一
原
発
事
故
の
2
0
0
0
分
の
1
だ
。

そ
こ
で
5
h
圏
内
（
P
A
Z
）
　
の
8
1

2
6
人
は
避
難
し
、
5
～
0
0
h
圏
内
（
U

P
Z
）
　
の
約
2
5
万
5
0
0
0
人
は
屋
内
退

避
　
－
　
こ
れ
が
玄
海
原
発
の
緊
急
時
対
応

の
出
発
点
だ
。

避
難
指
示
待
た
ず
引
き
渡
し

そ
れ
が
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
命
に
責
任
を
持
つ
者
な
ら
直
感
す

る。
玄
海
原
発
か
ら
7
k
m
弱
の
町
立
小
中
一

貴
校
「
玄
海
み
ら
い
学
園
」
で
は
、
児
童

の
住
所
が
「
5
血
圏
内
で
も
5
～
0
0
血
圏

内
で
も
、
（
国
や
県
の
）
避
難
指
示
の
発
令

前
に
、
『
警
戒
事
態
』
と
な
っ
た
時
点
で
子

ど
も
た
ち
を
保
護
者
に
引
き
渡
す
手
順
を

定
め
た
」
（
玄
海
町
教
育
委
員
会
）
と
語
る
。

「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
」
に
よ
る
と
5

～
0
0
h
圏
内
の
場
合
、
「
警
戒
事
態
」
で
は

何
も
せ
ず
、
全
電
源
を
喪
失
し
た
「
施
設

敷
地
緊
急
事
態
」
で
は
「
屋
内
退
避
」
の

準
備
、
冷
却
機
能
を
喪
失
し
た
時
点
で
も

「
屋
内
退
避
」
、
大
気
中
に
5
0
0
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
（
u
釣
／
時
）
が
実

測
さ
れ
れ
ば
即
刻
避
難
と
い
う
も
の
だ
。

だ
が
、
学
園
は
指
示
待
ち
で
子
ど
も
た

ち
を
バ
ス
に
乗
せ
る
の
は
非
現
実
的
と
判

擁
護
轟
一
汗

断
。
昨
年
1
0
月
に
は
、
5
1
0
人
の
児
童

・
生
徒
（
3
2
0
世
帯
）
　
の
う
ち
5
0
世
帯

に
頼
ん
で
保
護
者
引
き
渡
し
訓
練
を
行
な

っ
た
。
あ
ら
か
じ
め
引
き
取
り
に
来
る
可

能
性
の
あ
る
保
護
者
な
ど
の
氏
名
を
書
い

た
カ
ー
ド
を
作
り
、
照
合
し
な
か
ら
引
き

渡
す
訓
練
だ
。
隣
接
す
る
高
校
も
同
様
の

対
応
を
取
る
た
め
、
訓
練
で
は
車
の
流
れ

が
分
散
す
る
よ
う
教
師
ら
が
誘
導
し
た
。

引
き
渡
し
カ
ー
ド
に
未
記
載
の
粗
父
母
が

引
き
取
り
に
来
る
な
ど
課
題
は
残
っ
た

が
、
今
後
は
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
か
ら
年

1
回
の
訓
練
を
続
け
る
と
い
う
。

だ
が
「
一
斉
に
3
2
0
台
（
の
車
）
が

来
た
ら
ど
う
な
る
か
」
と
み
ら
い
学
園
内

に
執
務
室
が
あ
る
玄
海
町
教
育
課
の
中
西

順
也
さ
ん
は
不
安
を
抱
く
。

一
方
、
「
町
の
指
示
は
、
5
～
0
0
鳳
圏
内

が
あ
ま
り
に
も
早
く
動
き
た
す
と
、
5
血

が
ふ
ん
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
避
難
を
始

め
な
い
で
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
場
合

は
屋
内
退
避
の
方
が
放
射
性
物
質
の
吸
入

や
付
着
が
低
減
で
き
る
。
た
だ
自
主
的
に

動
く
こ
と
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
述
べ

る
の
は
町
役
場
の
中
山
呂
直
・
総
務
課
係


